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の形態学的観察に平行して，上記 3 種の唾液標品，およびこれらの標品に， いずれも Clostridium 














を微量にしか含まないことを確認した上で，これらに C.perfringens 由来の NANase むよびアルドラ
ーゼを作用させてシアル酸を除いた系，ならびに未処理の対照系について，エナメル質板への形成物




酵素により遊離させた顎舌下腺唾液にエナメル質板を浸し ， 3TC に保温した場合には，無構造な形成
物だけが観察された。またシアル酸を微量にしか含まない耳下腺唾液からのエナメル質板への形成物
は， C. Perfringens 由来の両酵素添加系と未処理系とで全く異なるところがなく，無構造であったO
顎舌下腺唾液と耳下腺唾液を 3 : 1 の割合に混ぜ合わせた系を作り，生成する in vitro獲得被膜の















本研究は，獲得被膜の形成にあたって，唾液糖蛋白のエナメル質への吸着機序を， in vitro におい
て，唾液糖蛋白を構成するシアル酸の消長と関連ずけて，形態学的に検討したものである。その結果，
シアル酸の動向が，形成される獲得被膜モデルの形態変化に重要な役割を演ずることを明らかにした。
獲得被膜の形成を形態学的に検討した研究は皆無に等しい現状において，ごの研究業績は，獲得被膜
の形成機序に関して，重要な知見を得たものであり，歯学博士の学位請求に十分値するものと認める。
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